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 【写真】
 「南の池公園（大潟村）」
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社会福祉関係の政策要望に伴う意見交換を実施
～秋田県地域福祉推進委員会の取組み～

皆様の善意
職場紹介リレー
秋田県介護職応援Webサイトオープン
シリーズ“こだわりの品”

社会福祉法人に期待される地域貢献



社
会
福
祉
法
人
は
、
社
会
福
祉
法
に

基
づ
き
、「
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
こ

と
を
主
た
る
目
的
と
し
設
立
さ
れ
る
法

人
」
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

福
祉
を
支
え
る
主
体
と
し
て
活
躍
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
社
会
情
勢
や
地
域

社
会
の
変
化
、
社
会
福
祉
制
度
の
充
実

や
平
成
18
年
度
の
公
益
法
人
制
度
改

革
、
近
年
の
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る

主
な
指
摘
（
い
わ
ゆ
る
内
部
留
保
、
法

人
の
私
物
化
経
営
等
）
を
背
景
と
し
、

改
め
て
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
今
後
の

あ
り
方
や
求
め
ら
れ
る
方
向
性
に
つ
い

て
、
議
論
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
７
月
４
日
に
提
出
さ
れ
た

「
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
等
に
関

す
る
検
討
会
」
報
告
書
（
以
下
「
報
告

書
」）
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
今
日
的

役
割
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。（
一
部
抜
粋
、
編
集
）

（
１
）
社
会
福
祉
制
度
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割

介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
総
合
支
援

法
な
ど
の
諸
制
度
が
充
実
し
、
多
様
な

経
営
主
体
が
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
進

む
原
動
力
と
な
っ
た
が
、
利
用
者
の
多

様
な
生
活
上
の
困
難
の
全
て
に
つ
い

て
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
対
応
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
社
会
生
活
上
の
困
難

を
抱
え
る
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ

う
し
た
者
に
対
す
る
日
常
生
活
の
見
守

り
や
権
利
擁
護
な
ど
、
制
度
で
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い

支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

や
家
族
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ

り
、
家
族
や
地
域
の
助
け
合
い
が
期
待

し
に
く
い
。
ま
た
、
制
度
上
様
々
な
経

営
主
体
の
参
入
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
過
疎
地
等
に
は
事
業
者
の
参

入
が
な
く
、
制
度
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
提
供
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
福
祉
制
度
の
狭
間

の
ニ
ー
ズ
、
市
場
原
理
で
は
必
ず
し
も

満
た
さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
組

織
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

主
体
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

社
会
福
祉
法
人
は
、
こ
れ
ら
へ
の
対

応
と
し
て
①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
②
対
応
の
難
し
い
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
必
要
な
人
へ
の
対
応
、
③

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
な
ど
、
社
会
福
祉
制
度
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
、
両
方
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
措
置
事
業
を
実
施
す
る
役
割

社
会
福
祉
制
度
は
、
時
代
と
と
も
に

契
約
制
度
へ
と
転
換
し
て
き
た
が
、
現

代
で
は
虐
待
や
認
知
症
の
増
加
に
よ
っ

て
重
篤
な
要
保
護
児
童
や
利
用
者
が
増

加
し
て
お
り
、
措
置
の
枠
組
み
に
よ
る

支
援
は
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

措
置
事
業
を
中
心
に
実
施
す
る
社
会

福
祉
法
人
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
使
命

を
明
確
に
し
、
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
図
る
な
ど
適
切
に
実
施

し
た
う
え
で
、
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
て
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
く
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。

措
置
事
業
は
契
約
制
度
に
よ
る
事
業

の
よ
う
な
自
由
度
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
面
が
あ
る
が
、
法
人
の
人
的
・

物
的
資
源
の
有
効
活
用
な
ど
、
公
益
性

を
前
提
に
、
制
度
で
対
応
し
き
れ
な
い

福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
と
い
っ

た
主
体
的
な
変
革
は
必
要
で
あ
る
。

（
３
）
地
域
に
お
け
る
公
的
法
人

と
し
て
の
役
割
の
再
認
識

　

社
会
福
祉
法
人
は
、
社
会
福
祉
事
業

と
い
う
公
益
性
の
高
い
事
業
を
主
た
る

目
的
と
し
、
そ
の
施
設
整
備
は
、
補
助

金
や
税
制
優
遇
と
い
っ
た
公
的
投
資
も

な
さ
れ
、
財
産
は
最
終
的
に
国
庫
に
帰

属
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
社
会
福
祉
法
人
そ
の
も
の
が
地
域

の
公
的
な
資
源
で
あ
る
た
め
、
社
会
福

祉
法
人
に
は
自
ら
の
資
源
を
生
か
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
核
的
役
割
を
担
う
事

業
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

社
会
福
祉
法
人
は
そ
の
公
的
な
性
格

を
再
認
識
し
、
中
核
的
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
、
積
極
的
に
利
用
者
、
地
域
住

民
等
の
参
画
や
情
報
提
供
を
進
め
、
地

域
の
信
頼
を
得
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

社
会
福
祉
法
人
に
期
待
さ
れ
る
地
域
貢
献

　

現
在
、「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
参
議
院
に
て
審
議
中
で
あ
り
、
成
立
す
れ

ば
平
成
28
年
度
か
ら
一
部
施
行
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
今
回
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
役
割
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献
に
つ
い
て
県
内
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
を
め
ぐ
る
状
況
と

期
待
さ
れ
る
役
割

特
集
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（
１
）
見
直
し
の
概
要

改
正
社
会
福
祉
法
案
に
お
い
て
、
社
会

福
祉
法
人
制
度
に
つ
い
て
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
供
給
体
制
及
び
充
実
を
図
る
た

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
社
会
福
祉

法
人
は
、
今
日
の
福
祉
制
度
に
お
け
る

自
ら
の
位
置
と
役
割
、
経
営
の
あ
り
方

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
地
域
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
公
益
的
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
た
な
取
組
み
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で

の
法
人
運
営
の
再
評
価
を
行
う
こ
と
と

も
い
え
ま
す
。

「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

み
」
は
、
単
独
法
人
の
実
施
は
も
と
よ

り
、
複
数
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
広

域
的
な
実
施
な
ど
、
法
人
の
運
営
状
況

や
経
営
理
念
・
方
針
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
工
夫
を
し
な
が
ら
実
施
・
展
開

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
全
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
協
議

会
連
絡
会
作
成
「
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る

こ
と
の
自
覚
と
実
践
」
で
は
、「
地
域
に

お
け
る
社
会
福
祉
法
人
の
存
在
意
義
を
明

確
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
実
践
を

よ
り
見
え
る
形
で
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
に
法

人
や
施
設
の
取
組
み
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
も
ま
た
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

改
正
社
会
福
祉
法
案
に
お
け
る

社
会
福
祉
法
人
制
度
の
見
直
し

こ
れ
か
ら
の
「
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
」
の
実
施
に
向
け
て

【図 2】地域における公益的な活動の実施例（平成 26 年 7月「社会福祉法人制度の在り方について」検討会報告書より）

め
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
改
革
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

こ
の
う
ち
「（
４
）
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
を
実
施
す
る
責
務
」
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
事
業
及
び
公
益
事

業
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
及

び
関
係
者
の
意
見
を
聴
き
、
実
施
に
関

す
る
計
画
「
社
会
福
祉
充
実
計
画
」
を

作
成
し
、
無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
責
務
と
し
て
規
定

し
て
い
ま
す
。

（
２
）求
め
ら
れ
る「
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取

組
み
」と
社
会
福
祉
事
業

の
充
実

①
「
地
域
に
お
け
る
公
益

的
な
取
組
み
」
の
実
施
内

容
　

社
会
福
祉
法
人
は
、
社

会
福
祉
事
業
を
主
た
る
事

業
と
す
る
非
営
利
法
人
と

し
て
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
制
度
や
市
場
原
理
で

は
満
た
さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
も
率
先
し
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
（
実
施

例
は
図
２
を
参
照
）

②
主
た
る
社
会
福
祉
事
業
の充実

と
再
評
価

ま
た
、
公
益
的
な
取
組
み
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
主
た
る
事
業
で
あ
る
社

会
福
祉
事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
公
益
性
を
維
持
す
る
上
で
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
ま
ず
は
既
に
実
施
し
て

い
る
社
会
福
祉
事
業
に
つ
い
て
、
十
分

な
取
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
評

価
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・地域住民のサロンや生涯学習の実施など、地域交流促進のための場の提供
・生計困難者等に対する利用者負担軽減
・特別養護老人ホーム等の入所施設による在宅の中重度の要介護者等の生活支援
・地域内の連携による福祉人材の育成
・複数法人の連携による災害時要援護者への支援
・地域における成年後見人等の受託
・生活困窮者に対する相談支援、一時的な居住等の支援の実施、就労訓練事業
（いわゆる中間的就労）や社会参加活動の実施
・低所得高齢者等の居住の確保に関する支援
・貧困の連鎖を防止するための生活保護世帯等の子どもへの教育支援
・ひきこもりの者、孤立した高齢者、虐待を受けている者等の居場所づくりや
　見守りの実施
・刑務所出所者への福祉的支援

社会福祉法等の一部を改正する法律案

１．社会福祉法人制度の改革

２．福祉人材の確保の促進

【施行期日】平成 年４月１日（ の と の一部 の一部 の は平成 年４月１日、２の は公布の日）

（１）経営組織のガバナンスの強化
○ 議決機関としての評議員会を必置（小規模法人について評議員定数の経過措置）、一定規模以上の法人への会計監査人の導入等

（１）介護人材確保に向けた取組の拡大
○ 福祉人材の確保等に関する基本的な指針の対象者の範囲を拡大（社会福祉事業と密接に関連する介護サービス従事者を追加）

（４）社会福祉施設職員等退職手当共済制度の見直し
○ 退職手当金の支給乗率を長期加入者に配慮したものに見直し
○ 被共済職員が退職し、再び被共済職員となった場合に共済加入期間の合算が認められる期間を２年以内から３年以内に延長
○ 障害者支援施設等に係る公費助成を介護保険施設等と同様の取扱いに見直し

（４）地域における公益的な取組を実施する責務
○ 社会福祉事業及び公益事業を行うに当たって、無料又は低額な料金で福祉サービスを提供することを責務として規定

（３）財務規律の強化 適正かつ公正な支出管理・いわゆる内部留保の明確化・社会福祉充実残額の社会福祉事業等への計画的な再投資）
○ 役員報酬基準の作成と公表、役員等関係者への特別の利益供与の禁止 等
○ 「社会福祉充実残額（再投下財産額）」（純資産の額から事業の継続に必要な財産額（※）を控除等した額）の明確化

※①事業に活用する土地、建物等 ②建物の建替、修繕に要する資金 ③必要な運転資金 ④基本金及び国庫補助等特別積立金
○ 「社会福祉充実残額」を保有する法人に対して、社会福祉事業又は公益事業の新規実施・拡充に係る計画の作成を義務付け 等

福祉サービスの供給体制の整備及び充実を図るため、
・社会福祉法人制度について経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明性の向上等の改革を進めるとともに、
・介護人材の確保を推進するための措置、社会福祉施設職員等退職手当共済制度の見直しの措置を講ずる。

（２）事業運営の透明性の向上
○ 財務諸表・現況報告書・役員報酬基準等の公表に係る規定の整備 等

３ 介護福祉士の国家資格取得方法の見直しによる資質の向上等
○ 平成 年度から養成施設卒業者に受験資格を付与し、 年間をかけて国家試験の義務付けを漸進的に導入 等

５ 行政の関与の在り方
○ 所轄庁による指導監督の機能強化、国・都道府県・市の連携 等

1 

（２）福祉人材センターの機能強化
○ 離職した介護福祉士の届出制度の創設、就業の促進、ハローワークとの連携強化 等

【図１】社会福祉法等改正案の概要（厚生労働省HP「社会福祉法等の一部を改正する法律案（平成27年4月3日提出）」より）
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トレーニングルームは夜９時までオープンしているので、
部活動帰りの学生が利用することも多い

集会室は町内会やサークルの活動などに利用され、隣接
する食事処（同法人運営）と共に町の拠点となっている

グループリビング内部。何気ない会話に笑顔があふれる

花
輪
ふ
く
し
会
の
行
っ
て
い
る
地
域

貢
献
事
業
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

花
輪
ふ
く
し
会
で
は
、
花
輪
・
十
和

田
・
小
坂
地
域
の
３
つ
の
市
街
地
に
「
福

祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
」
と
い
う
ひ

と
つ
の
敷
地
に
複
数
の
施
設
を
配
置
し

て
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
「
多
世
代
交

流
ス
ペ
ー
ス
」、「
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
リ

ビ
ン
グ
」
と
い
う
、
制
度
に
は
規
定
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
住
民
の

皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

〇
「
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
」
の
設
置

は
じ
め
に
、「
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー

ス
」
は
、
集
会
室
や
健
康
器
具
を
備
え
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
地
域
の
住

民
の
皆
様
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
団

体
等
が
、
自
由
に
使
え
る
施
設
で
使
用

料
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
秋
田
県
の

中
で
鹿
角
地
域
は
少
子
高
齢
化
が
も
っ

社
会
福
祉
法
人
に
期
待
さ
れ
る
地
域
貢
献

県
内
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
地
域
貢
献
事
業
の
実
践

社
会
福
祉
法
人
花
輪
ふ
く
し
会（
鹿
角
市
）

特
集

実
践
①

と
も
進
ん
で
お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域

で
健
康
寿
命
を
保
つ
た
め
、
老
若
男
女

が
気
軽
に
集
え
る
場
所
が
町
の
中
に
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
整
備
を
し
ま
し

た
。

〇
「
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
運
営

次
に
「
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
」

は
、
自
宅
で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
た

高
齢
者
が
、
早
め
に
住
み
替
え
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
高
齢
者
向
け
の
共
同

住
宅
で
す
。
低
所
得
者
の
独
居
高
齢
者

等
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
１
か
月

の
家
賃
は
、
生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
が
２
８
，
０
０
０
円
、
住
民
税

が
非
課
税
の
方
は
３
５
，
０
０
０
円
と
、

所
得
に
応
じ
て
設
定
を
し
て
お
り
ま

す
。
管
理
人
を
置
か
ず
に
、
同
じ
敷
地

内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
配
置
し

て
、
緊
急
事
態
に
は
そ
こ
か
ら
職
員
が

駆
け
つ
け
て
対
応
す
る
仕
組
み
を
取
っ

て
お
り
ま
す
。

〇
高
齢
者
の
積
極
的
な
雇
用
も

ま
た
、
花
輪
ふ
く
し
会
で
は
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
高
齢
者
の
元
気
づ
く

り
と
地
域
の
活
力
の
創
造
に
寄
与
す
る

た
め
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
積
極
的

に
雇
用
し
て
お
り
ま
す
。

花
輪
ふ
く
し
会
が
運
営
し
て
お
り
ま

す
20
か
所
の
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
の
食
事
の
提
供
や
宿
直
、
前
述
の

多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
人
や
、

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の
掃
除
な

ど
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
契
約
職
員

と
し
て
労
働
の
場
を
提
供
し
て
お
り
ま

す
。
鹿
角
地
域
で
は
生
産
人
口
も
減
少

し
て
い
る
中
で
高
齢
者
雇
用
を
行
っ
て

い
く
こ
と
は
、
地
域
の
産
業
の
一
端
を

福
祉
で
支
え
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

事
業
展
開
を
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社
会
福
祉
法
人
い
ず
み
会
は
平
成
12

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
複
合
老
人
福

祉
施
設
「
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
い
ず
み
」

と
福
祉
複
合
施
設
「
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
い

ず
み
」
の
２
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

法
人
の
理
念
と
し
て
「
地
域
福
祉
へ

の
貢
献
」
を
掲
げ
て
お
り
、
毎
年
作
成

す
る
事
業
計
画
で
も
地
域
貢
献
を
重
視

し
た
方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。

秋
田
市
泉
地
区
は
地
域
活
動
が
活
発

な
と
こ
ろ
で
、「
泉
の
夏
ま
つ
り
」「
泉

の
冬
ま
つ
り
」「
泉
の
文
化
祭
」
な
ど

１
年
を
通
じ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

社
会
福
祉
法
人
い
ず
み
会（
秋
田
市
）

実
践
②

地
域
の
信
頼
と
期
待
に

応
え
る
地
域
貢
献

地域交流スペースでは様々なイベントを開催

「いずみ竿燈会」のメンバー

り
ま
す
。
当
法
人
も
泉
町
内
会
連
合
会

の
一
員
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委

員
会
に
加
わ
り
運
営
に
協
力
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
除
雪
作
業
な
ど
の
町
内
会

活
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
職
員
を
で
き

る
だ
け
多
く
派
遣
す
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

〇
「
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
」

年
間
５
千
人
以
上
が
利
用

「
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
い
ず
み
」
で
は
、

地
域
住
民
の
活
動
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

「
交
流
プ
ラ
ザ
」
や
会
議
室
を
開
放
し
て

お
り
、
町
内
会
の
会
議
や
コ
ン
サ
ー
ト
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、

陶
芸
教
室
「
街
角
陶
芸
サ
ロ
ン
」
な
ど

に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成

26
年
度
は
約
５
，

５
０
０
人
の
利

用
が
あ
り
ま
し

た
。「

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

リ
ン
デ
ン
バ
ウ

ム
」
で
は
、
地

域
を
支
え
る
住

民
団
体
・
医
療
・

福
祉
・
保
健
・
警

察
・
銀
行
な
ど
各

団
体
・
機
関
の
連
携
を
図
る
た
め
の
地

域
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
虐
待
な
ど
の
権
利
擁
護
対

応
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
介
護
・
福

祉
に
関
す
る
出
前
講
座
、
高
齢
者
見
守

り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た
め

の
地
域
支
援
マ
ッ
プ
作
成
、
地
域
型
は

つ
ら
つ
く
ら
ぶ
な
ど
の
介
護
予
防
事
業

の
実
施
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
勉

強
会
の
開
催
な
ど
、
地
域
福
祉
の
充
実
・

発
展
の
た
め
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

〇
地
元
の
竿
燈
と
し
て
喜
ば
れ

平
成
18
年
に
は
「
い
ず
み
竿
燈
会
」

を
立
ち
上
げ
、
職
員
や
地
域
住
民
、
子

ど
も
た
ち
も
会
員
に
な
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
秋
田
竿
燈
祭
り
へ
の
参
加
の

ほ
か
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演
し
、

地
元
の
竿
燈
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。地

域
貢
献
を
理
念
に
掲
げ
て
15
年
、

地
域
の
方
と
話
す
と
当
法
人
に
対
す
る

期
待
が
大
き
く
、
地
域
と
の
信
頼
関
係

が
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
今
、
こ
れ
ま
で
の
貢

献
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域

福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
さ
ら
に
模
索
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

リンデンバウムいずみ（複合老人福祉施設）
特別養護老人ホーム、ケアハウス　スプリングヒル、
ショートステイ、老人デイサービスセンター、
ヘルパーステーション、ケアプランセンター、地域包括支援センター

ウェルビューいずみ（福祉複合施設）
保育所、障害福祉サービスセンター、障害者就業・生活支援センター、
老人デイサービスセンター、生活支援ハウス、地域交流スペース
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

　

活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
の

　

推
進
に
つ
い
て

地
域
課
題
の
複
雑
・
多
様
化
も
相
ま
っ
て
、

今
日
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
は
、
支

援
の
困
難
性
や
活
動
量
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
量
の
多
さ
や
「
負
担
感
」

の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
多
く
の
地
域
で
委
員

を
引
き
受
け
る
人
材
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
の

選
任
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

更
に
、
活
動
量
の
増
加
に
伴
い
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
経
済
的
な
負
担
も
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
及
び
市
町
村
に

お
い
て
も
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て

期
待
さ
れ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の

支
援
を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働

省
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
環
境

の
整
備
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
書
の
提

言
に
基
づ
き
、
活
動
環
境
の
整
備
の
一
環

秋
田
県
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
福
祉
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
全
県
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
要
望
項
目
と
し
て
ま
と
め
、
県
健
康
福
祉
部
長
あ
て
に
要
望
書

を
提
出
し
、
平
成
27
年
11
月
12
日
、
県
の
関
係
各
課
長
等
と
福
祉
関
係
団
体
に
よ
る

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
県
か
ら
要
望
項
目
に
対
す
る
回
答
が
あ
り
ま

し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
関
係
の
政
策
要
望
に
伴
う

意
見
交
換
を
実
施
秋
田
県
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
取
組
み

福
祉
政
策
課
関
係

と
し
て
、
地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎
（
年

額
５
８
，
２
０
０
円
）
を
下
回
ら
な
い
活

動
費
の
支
給
を
お
願
い
し
た
い
。

【
県
福
祉
政
策
課
の
回
答
】

災
害
時
の
対
応
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
等
の
新
た
な
制
度
へ
の
対
応
な
ど
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
と
と
も
に
、
役
割
は
広
範
多
岐
に
亘

り
、
困
難
性
や
活
動
量
が
増
加
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

基
本
と
な
る
各
市
町
村
の
定
数
を
決
定
す
る

に
あ
た
り
、
各
市
町
村
と
十
分
に
協
議
し
た

上
で
、必
要
な
定
数
を
確
保
し
て
き
た
ほ
か
、

平
成
25
年
度
の
一
斉
改
選
時
に
は
主
任
児
童

委
員
の
年
齢
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、

な
り
手
不
足
解
消
に
向
け
た
取
組
を
行
う
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

御
要
望
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動
費
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
算
定

基
礎
に
、
年
額
５
８
，
２
０
０
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
民
生
委
員

定
数
で
は
な
く
、
人
口
規
模
に
応
じ
て
算

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
人
口
減
少
に
伴
い
、

民
生
委
員
に
関
す
る
地
方
交
付
税
額
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
活
動
費

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
以
来
、
現
在

の
額
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
活
動
費
の
額
を
維
持
す
る
こ

と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
十
分
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
定
数

の
設
定
や
知
識
・
技
能
を
高
め
る
た
め
の

研
修
の
実
施
な
ど
、
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

　

広
域
連
携
推
進
と
セ
ー
フ
テ
ィ

　

ネ
ッ
ト
の
体
制
整
備
に
つ
い
て

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
」
で
は
、
生
活
困
窮
者
支
援

を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
を
目
標
の
一
つ
に
掲

げ
、
既
存
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
だ

け
で
な
く
、
新
た
な
社
会
資
源
の
開
発
も
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
町
村
に
お
い
て
は
、
支

援
策
を
多
様
に
作
り
出
す
た
め
に
も
、
就
労

先
や
支
援
機
関
な
ど
社
会
資
源
が
集
中
す
る

市
部
と
の
広
域
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
生
活
困
窮
者
が
抱
え
る
多
様
で
複

合
的
な
課
題
（
就
労
、
心
身
の
不
調
、
家
計
、

家
族
な
ど
）
に
対
し
て
包
括
的
か
つ
継
続
的

な
支
援
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
自
立
相
談

支
援
事
業
以
外
の
任
意
事
業
も
併
せ
て
行
う

必
要
が
あ
る
が
、
県
内
で
就
労
準
備
支
援
事

業
は
２
市
、
家
計
相
談
支
援
事
業
は
１
市
、

学
習
支
援
は
２
市
で
の
実
施
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
及
び
各

市
に
お
い
て
、
総
合
相
談
・
生
活
支
援
の

取
組
み
を
進
め
て
い
る
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

市
及
び
町
村
の
広
域
連
携
推
進
と
任
意
事

業
の
実
施
拡
大
等
に
よ
り
、
地
域
に
お
け

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
体
制
整
備
に
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

【
県
福
祉
政
策
課
の
回
答
】

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
で
自
立
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
が
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
福

祉
事
務
所
設
置
自
治
体
に
よ
り
支
援
事
業
が

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
的
な
傾
向

と
し
て
、
重
要
性
、
必
要
性
は
認
識
し
な
が

ら
も
、
自
治
体
負
担
率
が
高
い
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
、
就
労
支
援
や
家
計
相
談
、
学
習
支

援
な
ど
の
任
意
の
事
業
を
実
施
す
る
自
治
体

が
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
必
須

事
業
に
お
い
て
も
国
庫
基
本
額
が
低
く
運
営

に
厳
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、県
と
し
ま
し
て
は
、

こ
の
新
た
な
制
度
が
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
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と
し
て
持
続
可
能
な
、
実
効
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
、
国
に
対
し
て
、
必
須
事
業
の
国
庫

負
担
基
本
額
引
き
上
げ
や
、
任
意
事
業
の
補

助
率
見
直
し
等
の
必
要
な
財
政
措
置
を
要
望

し
て
い
く
と
と
も
に
、
町
村
部
に
お
け
る
生

活
困
窮
者
の
自
立
（
出
口
）
支
援
を
効
果
的
・

効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会

資
源
が
集
中
す
る
市
部
と
連
携
す
る
こ
と

や
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
福
祉
相
談
・

生
活
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
生
活
支
援
の
拠
点
等
の

　

整
備
に
つ
い
て

秋
田
県
内
は
障
害
者
の
地
域
移
行
に
伴
う

受
け
皿
が
不
十
分
な
状
況
で
あ
る
。

国
で
は
、
第
４
期
障
害
福
祉
計
画
に
係
る

基
本
指
針
の
中
で
、
障
が
い
者
の
高
齢
化
・

重
度
化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
た
「
地

域
生
活
支
援
の
拠
点
等
の
整
備
」
を
市
町
村

及
び
障
害
福
祉
圏
域
ご
と
の
整
備
の
在
り
方

を
障
害
福
祉
計
画
に
盛
り
込
む
よ
う
に
求
め

て
い
る
が
、
県
の
第
４
期
障
害
福
祉
計
画
に

は
「
地
域
生
活
支
援
の
拠
点
等
の
整
備
」
の

項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
県
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
運

営
主
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
大
半
を
占
め
、
常
勤

職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
施
設
は
半
分
に
満
た

障
害
福
祉
課
関
係

な
い
な
ど
運
営
基
盤
が
脆
弱
な
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
次
期
第
５
期
障

害
福
祉
計
画
に
「
地
域
生
活
支
援
の
拠
点
整

備
」
を
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

県
か
ら
市
町
村
に
対
し
「
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
と
運
営
費
補
助
の
増
額
を

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
県
障
害
福
祉
課
の
回
答
】

地
域
生
活
支
援
拠
点
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
詳
細
な
運
営
方
法
等
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
市
町
村
の
具
体
的
な
検
討
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
た
め
、
第
４
期
秋
田
県
障
害
福
祉
計

画
に
目
標
値
は
設
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
国
か
ら
具
体
的
な
設
置
要
件
や

運
営
方
法
等
が
示
さ
れ
、
市
町
村
で
整
備

が
計
画
さ
れ
た
際
に
は
、
第
５
期
秋
田
県

障
害
福
祉
計
画
へ
適
切
に
反
映
す
る
と
と

も
に
、
必
要
な
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
基

礎
的
事
業
は
地
方
交
付
税
に
よ
り
措
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
町
村
地
域
生
活
支
援
事
業
の

中
に
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化

事
業
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
事
業
形
態
や
職

員
配
置
の
要
件
を
満
た
し
た
際
に
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
事
業

内
容
は
、
市
町
村
や
運
営
主
体
の
意
向
が
反
映

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
貴
会
か
ら
直
接
働
き
か
け

て
い
た
だ
く
こ
と
も
有
効
と
考
え
ま
す
。

県
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
て
い
く
と
と

も
に
、
市
町
村
説
明
会
等
の
際
に
、
当
事
業

に
つ
い
て
再
度
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

里
親
支
援
専
門
相
談
員
の
配
置
と

専
門
里
親
の
開
拓
促
進
に
つ
い
て

平
成
27
年
３
月
に
県
が
策
定
し
た
、「
秋

田
県
家
庭
的
養
護
推
進
計
画
」
で
は
、
里
親

委
託
率
が
全
国
平
均
よ
り
低
く
、
委
託
率
も

低
下
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
31
年

度
末
の
目
標
を
平
成
26
年
度
の
約
２
倍
と
な

る
12
％
以
上
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

他
県
の
例
を
見
て
も
、
児
童
相
談
所
へ
の

専
任
の
里
親
担
当
職
員
の
設
置
や
広
報
啓
発

活
動
な
ど
に
よ
り
里
親
委
託
率
を
伸
ば
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
目
標
を
達
成
し
て
い
く
た

め
に
も
、
平
成
２
８
年
度
末
ま
で
に
「
里
親

支
援
専
門
相
談
員
」
を
県
北
、
県
南
に
配
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
障
が
い
や
虐
待
等
様
々
な
課
題
を

抱
え
た
児
童
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
児
童
を
委
託
で
き
る
「
専
門
里
親
」

の
開
拓
・
育
成
を
強
化
す
る
た
め
、
県
か
ら

「
既
に
専
門
性
を
有
し
て
い
る
職
域
従
事
者
」

に
対
し
「
専
門
里
親
」
登
録
を
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
県
子
育
て
支
援
課
の
回
答
】

里
親
支
援
専
門
相
談
員
は
、
各
施
設
に
お

け
る
里
親
支
援
を
担
う
要
の
職
員
で
あ
り
、

里
親
委
託
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
児
童
相

談
所
の
体
制
充
実
と
一
体
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
係
の
５
施
設
で
は
、
平
成
31
年
度
末
ま

で
に
全
施
設
で
配
置
す
る
計
画
で
あ
り
、
前

倒
し
で
配
置
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
だ
し
、
児
童
養
護
施
設
に
は
、
入
所

児
童
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の

新
た
な
取
組
も
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
方
面
の
取
組
を
同

時
に
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
御
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

近
年
、
社
会
的
養
護
を
要
す
る
児
童
に

占
め
る
被
虐
待
児
が
半
数
以
上
を
占
め
る

こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
児
童
を
養
育
す
る

里
親
に
は
、
よ
り
高
い
専
門
性
が
求
め
ら

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
専
門
里
親
の
養
成
に
当
た
り
、

研
修
受
講
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
研
修
受
講
料
に
加
え
今
年
度
か
ら

旅
費
も
負
担
し
て
お
り
、
当
面
は
、
毎
年

３
人
程
度
の
専
門
里
親
を
養
成
す
る
計
画

と
し
て
お
り
ま
す
。

本
県
の
置
か
れ
た
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
里

親
制
度
を
広
く
周
知
し
、
里
親
制
度
に
対
す

る
理
解
を
拡
げ
、
里
親
制
度
を
支
え
る
裾
野

を
拡
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
市
町
村
社
協
な
ど
の
各
種
団
体
へ
出
前

講
座
に
出
向
く
計
画
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
専
門
性
を
有
す
る
団
体
に
も
周
知
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
関
係
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【
平
成
27
年
９
月
～
12
月
末
日
現
在
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
タ
プ
ロ
ス
株
式
会
社　

様

３
０
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
火
災
共
済
協
同
組
合　

様

２
８
，
５
８
６
円

・
東
部
ガ
ス
株
式
会
社　

秋
田
支
社　

様

１
８
２
，
９
８
３
円

・
協
和
石
油
株
式
会
社　

様

２
０
０
，
０
０
０
円

◎
善
意
銀
行
金
銭
預
託
◎

・
県
南
魁
青
年
部
会　

様２６
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
職
員
手
形
公
舎
２
棟
会　

様

７
８
，
１
２
４
円

⇨
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
秋
田
市
曹
洞
宗　

協
心
会　

様

１
４
３
，
２
８
６
円

⇨
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
へ

・
秋
田
県
卓
球
協
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
一
同　

様

１
２
０
，
０
０
０
円

⇨
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
へ

◎
物
品
預
託
◎

・
北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社　

様

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子　

９
台

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子　

５
台

⇨
県
内
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
２
ヵ
所

　

 

県
内
老
人
福
祉
施
設
12
ヵ
所

・
株
式
会
社
秋
田
放
送　

様

点
字
カ
レ
ン
ダ
ー　

85
部

⇨
県
内
の
視
覚
障
害
者
支
援
施
設
お
よ
び

皆

様

の

善

意

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金

事
業
金
銭
預
託
◎

・
株
式
会
社

秋
田
デ
イ
ッ
ク
ラ
イ
ト　

様

１
０
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

３
９
，
４
１
０
円

・
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

　

日
本
興
亜
株
式
会
社　

秋
田
支
店　

様

　

Ｊ
Ｓ
Ａ
中
核
会
秋
田
支
部　
　

様

　

Ａ
Ｉ
Ｒ
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
秋
田
支
部
様

７
１
，
２
０
０
円

（
９
月
28
日
預
託
）

１
１
，
７
１
９
円

（
12
月
３
日
預
託
）

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

タプロス株式会社　様協和石油株式会社　様

秋田県遊技業協同組合　様

東部ガス株式会社秋田支社　様

北日本コンピューターサービス株式会社　様

合同会社ガーデンカンパニー様

秋田県労働福祉協議会様

株式会社デイックライト様

秋田県バス協会様

　

団
体
３
ヵ
所
へ

・
秋
田
県
遊
技
業
協
同
組
合　

様

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子
６
台

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
６
台

⇨
県
内
老
人
福
祉
施
設
６
ヵ
所
へ

・
秋
田
県
写
真
協
会　

様写
真
１
４
６
枚

⇨
県
内
の
福
祉
施
設
へ

・
秋
田
県
バ
ス
協
会　

様

１
２
２
，
０
５
０
円

・
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

様

２
０
０
，
３
８
１
円

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店

お
客
様
一
同　

様

５
，
８
２
９
円

・
合
同
会
社
ガ
ー
デ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー　

様

２
１
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
春
光
懇
話
会　

様

４
３
，
８
８
６
円

・
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会

連
絡
協
議
会　

様

７
，
８
６
０
円

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
杉　

様
８
４
，
６
１
０
円

・
秋
田
県
労
働
福
祉
協
議
会　

様

１
０
０
，
０
０
０
円

・
協
和
石
油
株
式
会
社　

様

２
３
，
０
０
０
円
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県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体

様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
の
推
進
な
ど

地
域
福
祉
推
進
全
般
に
お
い
て
活
用
す

る
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途

を
特
定
す
る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
企
画
部

秋
田
市
旭
北
栄
町
１-

５

℡
０
１
８-

８
６
４-

２
７
１
１

生
命
保
険
協
会
秋
田
県
協
会
様
（
西

村　

彰
浩
会
長
）
か
ら
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
次
の
団
体
・

施
設
に
軽
自
動
車
及
び
福
祉
募
金
を

寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

〈
福
祉
巡
回
車
両
〉

  

・
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会

〈
ふ
れ
あ
い
福
祉
募
金
〉

  

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

  　

青
垣

  

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

ワ
ー
ク
し
の
の
め

  

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

  

あ
ん
ず

  

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人  

ほ
の
ぼ
の

  

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

ホ
ー
プ
・
フ
ル

秋
田
の
う
さ
ん

◆
災
害
遺
児
愛
護
基
金
給
付
金
◆

◆
見
舞
金　

３
件

３
０
０
，
０
０
０
円

◇
激
励
金 

38
名

１
，
１
４
０
，
０
０
０
円

AF広宣課-2015-0026-1507005　5月13日

〈引受保険会社〉

秋田支社
〒010-0923  秋田市旭北錦町5－50
シティビル秋田3Ｆ
Tel.018-863-9723  Fax.018-863-9448

■募集代理店（アフラックは代理店制度を採用しております）

ナカイ株式会社 秋田支店
〒010-0914  秋田市保戸野千代田町6-8 千代田ビル1F

H-15-07-005

Size:H148×W210mm=A5

0120-712-816 0120-712-096

がん・急性心筋梗塞・脳卒中（三大疾病）
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「
東
森
山
、西
八
郎
潟
、間
の
一
日
市
、米
ど
ー

こ
ろ
よ
～
♪
」

毎
年
８
月
18
日
～
20
日
に
一
日
市
商
店
街
で

開
催
さ
れ
る
、
無
形
民
俗
文
化
財
で
秋
田
県
三

大
盆
踊
り
の
ひ
と
つ
一
日
市
盆
踊
り
と
、
コ
ミ

カ
ル
な
動
き
の
願
人
踊
り
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
で
人
気
上
昇
中
の
ニ
ャ
ン
パ
チ
で
元
気

の
あ
る
私
た
ち
の
町
、
八
郎
潟
町
は
秋
田
県
で

一
番
面
積
が
小
さ
く
、
人
口
６
，
２
２
５
人
で

高
齢
化
率
も
34
．
４
％
と
、
高
齢
人
口
の
占
め

る
割
合
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
う
た
せ
苑
は
町
の
北

部
に
あ
る
高
岡
山
を
抱
き
、
少
し
高
台
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
穏
や
か
な
環
境
の
中
で
過
ご
し

な
が
ら
利
用
者
様
が
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
理
学
療
法
士
の
機
能
訓
練
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
本
人
の
自
立
に
向
け
る
と
共
に

介
護
職
員
、
看
護
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
も
出
来
て
い
ま
す
。
時
に
ご
家
族
様
に
も
ご

好
評
い
た
だ
い
て
お
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

を
す
る
た
め
の
担
当
者
会
議
に
も
、
ご
家
族
の

参
加
率
も
多
く
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
色
々
な

意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
併

設
施
設
と
し
て
夕
食
サ
ー
ビ
ス
の
好
評
な
30
人

定
員
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
う
ぐ
い
す
の
里
」
自

立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
た
か

お
か
の
杜
」
在
宅
介
護
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
「
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
」
が
あ
り
、
ご
利
用
者
様

や
地
域
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
日
々

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
る

当
苑
は
、
一
日
市
盆
踊
り
に
は
毎
年
、
同
じ
法

人
の
介
護
老
人
保
健
施
設
「
榮
寿
苑
」
の
職
員

と
合
同
で
参
加
し
、
団
体
優
勝
を
何
度
も
獲
得

す
る
ほ
ど
の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
い
か
に

歌
と
踊
り
が
揃
っ
て
い
る
か
が
評
価
さ
れ
る
の

で
す
が
、
職
員
全
員
が
町
出
身
者
で
は
な
い
こ

と
も
あ
り
、
盆
踊
り
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
自
然

と
職
員
同
士
が
踊
り
の
練
習
を
始
め
な
が
ら
衣

装
の
準
備
を
す
る
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
で

す
。
一
度
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
華
麗
な
踊
り
を
見
る
こ
と
が
出
来
る

で
し
ょ
う
。

一日市盆踊りに参加した職員

11

管
理
者
　
佐
　
藤
　
良
　
一

『
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
た
め
に
』

（
福
）
榮
寿
苑
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　「
う
た
せ
苑
」

広
報
委
員
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

「やさしさを待っている人がいる。
　　秋田で介護のしごとを始めよう！」

～秋田県介護職　  Web サイトオープン～
　秋田県福祉保健人材・研修センターでは、秋田県からの受託事業として、介護現場に携わる皆
さん、これから介護の仕事にチャレンジする皆さんを応援するため、「秋田県介護職応援 Web サ
イト」を開設しました。
　本サイトでは、介護現場で働いている方からのメッセージや介護の職場情報のほか、求人情報
や研修情報など介護職の魅力を発信します。
　どうぞご活用ください。

http://kaigo.akitakenshakyo.or.jp/
介護職 秋田 検 索

【福祉人材無料職業紹介所】
（福）秋田県社会福祉協議会
　　　秋田県福祉保健人材・研修センター
　　　秋田市旭北栄町 1-5　秋田県社会福祉会館５階

ＴＥＬ
メール

018-864-2880
jinzai@akitakenshakyo.or.jp

問い合わせ先

応援

社会福祉あきた  No.336
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障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
ま
つ

く
ら
」
は
、
大
曲
市
福
祉
作
業
所
を
前
身

と
し
、
旧
松
倉
小
学
校
を
活
用
し
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

「
小
学
校
は
地
域
に
と
っ
て
大
切
な
建

物
。
移
転
し
て
き
た
と
き
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
歓
迎
さ
れ
、
後
援
会
ま
で
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
以
来
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

が
取
り
組
む
作
業
も
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
提

案
頂
い
た
も
の
が
多
く
、
よ
り
利
用
者
の
適

性
に
合
わ
せ
た
作
業
が
で
き
て
い
ま
す
」
と

高
井
慶
藏
理
事
長
は
話
し
ま
す
。

な
か
で
も
、
冬
期
に
最
盛
期
を
迎
え
る

の
が
彼
岸
花
づ
く
り
。
も
と
も
と
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
で
作
っ
て
い
た
も
の
を
手

伝
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
で

は
施
設
が
中
心
と
な
り
製
作
。
現
在
で
は
、

年
間
約
１
，
８
０
０
本
を
製
作
・
販
売
し

て
い
ま
す
。
材
料
は
主
に
ほ
お
の
木
を
使

用
。
木
を
乾
燥
さ
せ
た
後
、
薄
く
削
っ
て

花
び
ら
を
つ
く
り
、
丁
寧
に
色
付
け
し
ま

す
が
、
各
工
程
に
は
繊
細
な
作
業
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
切
り
干
し
大
根
と
乾
燥
し
い
た

け
の
製
造
も
手
が
け
、
特
に
切
り
干
し
大

根
は
材
料
を
利
用
者
が
育
て
て
収
穫
し
て

い
ま
す
。
通
常
よ
り
太
目
に
カ
ッ
ト
し
、

素
材
の
風
味
を
活
か
し
た
切
り
干
し
大
根

は
好
評
で
す
。

近
年
で
は
、
か
つ
て
製
作
し
て
い
た
花

火
玉
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
土

産
用
の
玉
皮
を
製
作
す
る
な
ど
、
新
た
な

製
品
作
り
も
実
施
。「
花
火
の
町
大
曲
」
を

Ｐ
Ｒ
す
る
化
粧
玉
皮
と
し
て
、
観
光
土
産

や
贈
答
品
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
や
保
護
者
の
作
業
に
対
す
る
想

い
は
様
々
。「『
も
っ
と
働
い
て
、
親
に
何

か
買
い
た
い
』
と
い
う
利
用
者
が
い
る
一

方
、『
自
分
の
ペ
ー
ス
で
社
会
と
関
わ
り
を

持
ち
な
が
ら
生
活
し
た
い
』
と
い
う
方
も

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
持
っ
て
い
る
力

竹を割って茎を作り、ゴムを小さく切って軸の留め
金に使用。この技術も、老人クラブから受け継いだ

切り干し大根と乾燥しいたけは、道の駅・
スーパーのほか、イベントでも販売

（上）完成した彼岸花
（下）切り干し大根と乾燥しいたけ

製品に関する
お問い合わせ

社会福祉法人水交会
障がい福祉サービス事業所

『まつくら』

～本会会員である障害者施設等の製品や販売活動をシリーズでご紹介～

http://www.suikoukai.or.jp/
publics/index/29/

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
ま
つ
く
ら
」（
佐
藤
悦
子
施
設
長
）
は
、

平
成
15
年
10
月
に
社
会
福
祉
法
人
大
曲
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
主
体

と
な
り
開
設
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
水
交
会
に
事
業
移
譲

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
（
定
員
30
名
）・
自
立
訓

練
（
生
活
訓
練
）
事
業
（
同
６
名
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ だ わ り 品の

　今回は、彼岸花、切り干し大根等の製作・製造に取り組んでいる大仙市の
障がい福祉サービス事業所「まつくら」をご紹介します。

を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
叶
え
て

い
け
る
場
所
で
あ
り
た
い
」
と
佐
藤
施
設

長
は
話
し
ま
す
。
地
域
と
利
用
者
の
思
い

を
大
切
に
、
ま
つ
く
ら
は
ま
す
ま
す
活
躍

の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

TEL 0187-66-1413
FAX 0187-66-1407
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